
2012年6月18日～ ８月１日実施
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●女性医師のみならず、アレルギーを専門とする医
師全体について、ワークライフバランスを考えた勤
務ができるような支援を考える。

●日本アレルギー学会は、内科、小児科、耳鼻咽喉
科、皮膚科、眼科、基礎医学と多岐にわたる分野が
存在し、各々現状も異なる。
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37.1

62.9

会員構成

男性 75.2％

女性 24.8％
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回答数 1064人

男性

女性

回答者 背景
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年齢を記載ください。
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ご専門分野は何ですか？



74.7％

6

専門医取得の希望はありますか？

有り

無し

25.3%

取得を希望しない理由は？

メリットを感じない

25.5％

基準を満たすことが困難

74.5％



75.8％
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特になし
有り

アレルギー学会専門医取得により、
仕事環境の向上はありましたか？

24.2%



72.4％

24.6％

56.7%

89.6％
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休職されたことがありますか？

女性
なし

有り

11.4％

43.3％

(全体）
男性



女性
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休職の理由は？ （複数回答可）



67.8％
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有り

無し

出産・育児の際に勤務に支障はありましたか？

◆女性健康面



47.1％
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有り

無し

流産・早産、または妊娠中に問題がありましたか？

52.9%



20.6%

女性

男性 4人 1か月未満
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79.4％

育児休暇を取得したことはありますか？

有り

無し



13

育児に協力者はいましたか？



60.5％
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有り

無し

39.5%

院内保育施設はありますか？



84.3％

15

現在、勤め先に病児保育施設はありますか？

有り

無し

15.7%



31.0%

43.1%

25.9%
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勤務時間に時短制度はありますか？

有り

無し

わからない 88.4％ 無し
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アレルギー学会の女性医師支援活動に希望することは？

専門医取得のための単位工夫

職場環境の情報

産休・育休中の再教育
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